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シ
リ
ー
ズ
」
が
、
美
術
界
を
席
巻
す
る

…
…
。
２
０
２
２
年
に
は
、
そ
ん
な
現
実

も
起
こ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

制
作
を
開
始
。
同
シ
リ
ー
ズ
は
自
ら
足
を

運
び
撮
り
た
め
て
き
た
写
真
を
キ
ャ
ン
バ

ス
に
印
画
し
、
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で
加
筆

し
た
も
の
だ
と
い
う
が
、「
夢
現
の
世
界
」

を
想
像
さ
せ
る
そ
の
シ
ュ
ー
ル
な
画
面
は
、

実
に
ユ
ニ
ー
ク
あ
り
、
美
術
家
と
し
て
の

非
凡
な
才
能
を
伝
え
る
。

「
想
像
と
の
格
闘
ほ
ど
楽
し
く
面
白
い
世

界
は
な
い
」
と
語
る
加
納
。
溢
れ
ん
ば
か

り
の
想
像
力
で
描
か
れ
た
「
ピ
ン
ク
の
犬

　チ
ェ
ン
・
ジ
ャ
ン
・
ホ
ン
は
、
中
国
で

伝
統
的
な
水
墨
画
を
、
パ
リ
で
油
彩
画
を

修
め
、
墨
と
油
彩
を
自
在
に
操
る
独
創
的

な
画
法
を
確
立
、
東
洋
と
西
洋
、
伝
統
と

革
新
の
調
和
を
追
求
し
続
け
る
偉
才
だ
。

力
強
い
筆
勢
の
線
描
、
ぼ
か
し
や
飛
沫
で

描
く
穏
や
か
な
色
調
で
、
生
命
の
崇
高
性

を
優
美
に
表
現
す
る
。
中
国
の
花
鳥
画
を

代
表
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
「
蓮
」
を
中

心
に
描
い
て
き
た
作
家
は
「
私
は
挿
し
木

の
枝
な
の
で
す
。
中
国
で
切
り
取
ら
れ
、

こ
こ
フ
ラ
ン
ス
で
芽
を
出
し
た
の
で
す
よ
」

と
語
る
。
遠
い
異
国
に
在
る
か
ら
こ
そ
母

国
を
体
現
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
滲
む
。

　近
年
で
は
風
景
な
ど
日
常
か
ら
着
想
を

得
た
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
の
作
品
を
加
え
、

よ
り
抽
象
性
の
高
い
新
境
地
を
展
開
。
秋

に
は
、
そ
う
し
た
作
品
群
を
東
京
と
大
阪

で
発
表
予
定
。
世
界
中
の
コ
レ
ク
タ
ー
を

唸
ら
せ
る
無
二
の
世
界
を
堪
能
し
た
い
。

チ
ェ
ン
・
ジ
ャ
ン
・
ホ
ン

C
H

E
N

 J
ia

n
g

 H
o

n
g

水
墨
と
油
彩
、

東
洋
と
西
洋
、

伝
統
と
革
新
│
│

調
和
が
生
み
出
す
、

生
命
の
崇
高
性

1963年中国天津生まれ。北京中央美術学院で
中国伝統の水墨画を習得。87年渡仏、エコール・
デ・ボザール（パリ）にて油彩画を学ぶ。以後、
パリを拠点に制作。主な作品収蔵にスナイト美術
館、マトハフ・アラブ近代美術館など。また、パリ
や東京、上海など世界の主要都市有数のホテル
やランドマークとなる建造物の壁面を飾っている。

中国の伝統的な水墨画と、西洋の油彩画とを修
め、洋の東西を超越した世界を描くチェン・ジャン・ホン。ギャ
ルリーためながと独占契約し2007年にパリ店での初個展を
成功させた作家は、著名コレクターの人気を集める存在に成
長しました。秋に東京と大阪で開催される個展で、その作品
世界をお楽しみください。（ギャルリーためなが・爲永清嗣）

ギャルリーためなが
東京都中央区銀座7-5-4
☎03（3573）5368
https://www.tamenaga.com
▶10月29日～ 11月20日・上記画廊にて
個展開催／ 11月5日～ 27日・ギャルリー
ためなが大阪店にて個展開催

《傑》　130×130cm　油彩、キャンバス

《祥蓮》　112×145cm　油彩、キャンバス

　独
特
な
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い
作
品
で
知

ら
れ
る
写
真
家
・
加
納
典
明
。
日
本
を
代

表
す
る
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
活
動
、
さ
ら

に
テ
レ
ビ
、
映
画
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
マ
ル
チ
な
活
躍
が
知
ら

れ
る
が
、
美
術
家
と
し
て
の
顔
も
併
せ
持

つ
。

加
納
は
２
０
１
０
年
頃
か
ら
そ
れ
ま
で
の

活
動
と
並
行
し
て
「
ピ
ン
ク
の
犬
シ
リ
ー

ズ
」
に
代
表
さ
れ
る
独
自
の
絵
画
作
品
の

加納典明
Tenmei KANOH

なぜピンクの犬なのか？
想像との格闘が生む、
独自の絵画世界

Gallery Art Composition
東京都中央区佃1-11-8　ピアウエストスクエア1F
☎03（5548）5858
https://www.galleryartcomposition.com/
▶4月27日～●日・高松三越にて個展開催／ 5月25日～ 31
日・大和富山店にて個展開催

1942年愛知県生まれ。名古屋市立工芸高等学校産業美術科卒業後、
小川藤一氏、杵島隆氏に師事。独立後はフリーの写真家としてファッショ
ン・広告業界などで活躍。64年、アサヒカメラに掲載した「テオ」を始め、
「平凡パンチ」のグラビアページを主な活動の場としてヌード作品を次々
発表。69年、「平凡パンチ」のニューヨーク特集のため渡米、当時のユー
スカルチャーを撮影。この時代を体現したパフォーマーらが集うオージー・パー
ティを激写したシリーズ「FUCK」により、一躍脚光を浴びる。「月刊THE 
TENMEI」（93～ 95年）は70万部の大ヒットとなり、過激なヌード表現で物
議を醸す。日宣美賞、APA賞、朝日広告賞、毎日広告賞等、受賞多数。

「ピンクの犬」という不思議なモチーフは、加納の頭に降りてきたア
イデアの具現化ということができます。そこでは唐突に現れる「ピン
クの犬」が、画面上に危うい違和感を生み、作品に心理的な奥行

きを与えています。（Gallery Art Composition・●●●●）

《2015 福島》　50M　●●●●

《2015 NY》　30M　●●●●
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